
事 業 実 施 報 告 書 

 
団体名：DET 埼玉 

事業名 障害平等研修（Ｄ Ｅ Ｔ
デーィーティー

）を開催する事業  

１ 事業の目的 

障害者差別解消法が施行され、埼玉県には「埼玉県障害のある人もない人も全ての人が

安心して暮らしていける共生社会づくり条例」が施行されているが、まだまだ世間一般

的には知られてなく、だれもが安心して暮らせる街には、まだ遠いと思われる。 

障害者自身がファシリテーターの障害平等研修（ＤＥＴ）を行うことで、参加者自身が

「障害の社会モデル」の視点を獲得、そして参加者自身が社会的障壁を無くすための具

体的な行動の獲得を行い、多様性に基づいた共生社会を作る。 

 

２ 事業内容 

（１）事業の概要 

① DET の開催 

障害者福祉関係に係る関係各所にアプローチを行い DET 開催を行う。 

 

（２）事業の流れ 

昨年度 DET に参加していただいた方々に、DET 開催についてのアプローチを行い開催

することが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害平等研修（Disability Equality Training:DET）とは】 

障害者差別解消法を推進するための研修で、障害者がファシリテーター（対話の進行役）

となり対話による発見を通し、多様性に基づいた共生社会を作る行動を促す生涯教育。 

（障害平等研修フォーラムＨＰより引用） 

DET は東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会のキャスト（ボランティア）

共通研修で活用された。 



シラコバト基金を活用した事業（５回実施） 

回数 日付 主催者 開催場所 参加人

数 

１ 7 月 14 日 DET 埼玉 所沢市こどもと福祉の未

来館 

23 名 

２ 9 月 18 日 入間市障害者基幹相談支援

センター 

入間市中央公民館 21 名 

３ 1１月 29 日 戸田市身体障害者福祉会、

上戸田地域交流センターあ

いパル、このゆびと～まれ、

DET 埼玉 

戸田市あいパル 48 名 

４ 12 月 8 日 和光市社会福祉協議会、

TOMOTOMO くらぶ、DET 埼玉 

和光市総合福祉会館  48 名 

５ 1 月 26 日 DET 埼玉 所沢市こどもと福祉の未

来館 

8 名 

   参加者合計 148 名 

 

DET 参加者は、市議会議員、行政職員、福祉従事者、障害者（肢体、精神、聴覚、視覚）、

民生委員、障害者の保護者、障害者支援団体、一般市民他 

 

 

 

 

 

９月１８日の DET の様子          １０月２９日の DET の様子 

 

 

 

12 月 8 日の DET の様子             1 月 26 日の DET の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）連携・協力機関 

①入間市障害者基幹相談支援センター 

③入間市社会福祉協議会 

③和光市社会福祉協議会  

⑤ＴＯＭＯＴＯＭＯくらぶ 

②戸田市身体障害者福祉会 

④上戸田地域交流センターあいパル 

⑥このゆびと～まれ  

⑧DET 群馬



【１０月２９日シラコバト助成事業 DET 戸田市あいパルで開催された DET が令和１

年１２月２２日付け毎日新聞に掲載】 

 



【所沢市立美原中学校で開催された DET が１令和 2年 1月２２日付け毎日新聞に掲載】 

 



３ 成果及び今後の展開 

（１）成果 

① 入間市社会福祉協議会が行う、第 2 次入間市地域福祉活動計画に「心のバリア

フリー研修」事業として DET が活用された。 

② 来年度、入間市役所職員研修としての活用について、市役所研修担当者と調整

中。 

③ DET に参加された県内市議会議員が同市議会一般質問で同市の研修として DET

の活用推進について質問を行い、総務部長より検討するとの返答をいただいて

いる。 

④ 昨年度も本助成金を用いて DET を行った。 

その参加者の中から、その方が属する団体から開催の依頼を受け DET を開催す

ることが出来た。 

⑤ 参加者からの実施後のアンケート（回答率８０％）で DET の研修について、９．

２５（１０点満点）高評価の点数及びコメントをいただいた。（下記の参加者の

声を参照） 

⑥ DET の演習の中で、参加者の考え方が「障害の個人モデル」から「障害の社会モ

デル」への変化が多くみられた。 

⑦ 昨年度も記載したが、障害者自身がファシリテーターとして進める DET は、「今

まで沢山の研修を受けてきたが、障害者自身が行う研修は初めて受講した、そし

て障害者と話した事が無かったが、直接会話が出来きて、沢山の気づきを貰っ

た」との多くの意見も聞かれた。 

 

 シラコバト基金活用以外の実施（8回実施） 

① 入間市民生委員・児童委員 

② TOMOTOMO くらぶ 

③ 早稲田大学 

④ 武蔵野大学 

⑤ 入間市社会福祉協議会 

⑥ さんさん会 

⑦ 川口市に肢体不自由の学校

を作る会・きょうだい児の会

ブレイブキッズ 

⑧ 入間わかくさ高等特別支援

学校教諭 

 入間市・所沢市小中学校での DET（福祉授業） 8 校 

 DET 埼玉の協力で実施の DET 

群馬県知事参加の群馬県庁幹部の開催 DET をはじめ、東京都内他 9か所に

携わった。 

  

（２）今後の展開 

① 東京都では、東京都主催や自治体職員の研修で DET が活用され、群馬県では県

知事参加で県庁職員幹部の研修も行われ、茨城県内でも県庁障害者福祉課主催

で茨城県内市町村の障害者担当者研修でも活用されている。埼玉県内でも、も



っともっと認知される必要がある。（令和２年３月号のぐんま広報 山本太一の

知事コラムで DET の事が書かれています

https://www.pref.gunma.jp/07/b21g_00611.html） 

② 障害者差別解消法（第五条）では研修の実施が明記又、「埼玉県障害のある人もな

い人も全ての人が安心して暮らしていける共生社会づくり条例」 基本理念 四 

「何人にも、社会的障壁に係る問題が認識され、障害及び障害者に関する理解が

深まること」と記載されているがまさに DET 実施後のアンケートに書かれた感想

そのものであり、そのようにこの研修の強みを、もっとアピールポイントとして

DET を展開する。 

③ 埼玉県内でファシリテーター養成講座に参加し、共生社会に向けた取り組みを行

う同志を作る。 

④ アンケートの参加者の意見では、友人、知人、職場の人々に受けてほしいとの意

見も多くあるが、その様な意見を言っている方々を通して DET の認知度が他の

人々に広まっていくようにする必要がある。 

 

（一部抜粋参加者の声） 

 障害者差別について良くわかった 

 この研修を今後２～３度継続して欲しい 

 もう一度研修の機会を 

 素晴らしい研修でした 

 もっと一般に広がると良いと思う。 

 今後も DET を広めていきたいです。 

 とても良かった、２・３回と継続して欲しい 

 数多くの方に体験していただきたい 

 機会をもっと作って欲しい。 

 ぜひ、皆さまにも勧めていきたい 

 たくさんの人に受けて頂きたい研修だと思いました。知る事は大切ですね。 

 とても大事な事です。今回の研修は障害を持っている方や職種が多岐にわたっているため、深く考える教

材となるものがたくさんありました。研修を行う際、色々な方がいらっしゃる事が必要であると感じまし

た。自分が出来ることをひとつずつやっていきたいと思います。 

 3 回の研修ですが、毎回自分でも違う考えが出てきます。正しい答えはないのだと思いました。 

 身近な問題として考える事が出来、有意義な会でした。 

 この研修を受けてまだまだ障害についての理解や配慮が足りないと反省しました。 

 改めて障害とはなにか考える事ができました。やはり、まわりの意識であったり、周りが勝手に作ってい

ると感じました。幼い時期から教育の中でまわりに伝えていく事が大切ですね(頑張ります) 

 今まで受けてきた研修と違い、楽しくみなさんと考えられた研修だったと感じました。 

 少しづつでも、自分が変わり、自分の出来る事をして行きたいと思います。 

 何を変えるか？という問いは、とても自分を見つめる機会になりました。 

 答えの無いところ、又、今までよりも良い(参加型だから) 

 障害平等研修で日常生活で意識していなかった事や気づきをみつけられてとても良い学びになりました。 

 どうしたら色々な人達が「普通」に暮らせるようになるかのか…常に考えて行きたいです。 

 障害者の生のお話を聞く事が聞く事が出来て勉強になった。自分自身の理解を今後に深めたいと思った。 

 障害について多くの面がある事が分かりました。多くの市民や子供達に、この様な場を与えた方が良い。 

https://www.pref.gunma.jp/07/b21g_00611.html


 障害とは何か。ワークショップ形式で考えることができ、今後どの様にしていくかを考え直す研修となっ

た 

 初めての研修でしたが、様々な仕掛けがあり有意義なものでした 

 障害者の気持ちを体験したり、考える機会がなかったので、新しく学ぶことが沢山ありました 

 とても良かった、自分の友人・知人・勤務先の人達にも受けてもらいたいと思いました。 

街が変わる、という事に、とても希望がもてます 

 健常者・障害者・老若男女、様々な立場の人が、 

『障害とは何か』について一緒に一生懸命話す事ができた事が素晴らしかったです 

 市内に小中学校にも広めて欲しい。来年も開催して欲しい 

 ２回目でしたが、色々な考えを知る事ができていつも勉強になります。 

 現状を伝える場があり良かった。障害・健常関係なく様々な意見交換ができる事が、心のバリアフリーな

のか、と実感できた。 

 この研修に参加することで、障害がなぜあるのかを考えることができて良かったです。 

 自分の中で抽象的であったものが、参加された皆さんの声で新たな気づきや発見があり、まだまだ不十分

ではありますが、少し具体的な行動が見えたように思います。 

 今回が４０名ぐらいの参加でしたが、次回はぜひ学校関係者の方々に来て欲しい。 

 障害者の親として、支援者として、どっぷりと浸かってしまい、本質を見逃していたのかもしれない、と

反省している。時々立ち止まりながら、振り返りながら、先をみつめて歩いていこうと思いました。 

 障害者権利条約を表示していて良かったです。 

 より多くの方に参加していただきたいです。(特に健常者で活動している方たち) 

 初めての参加でしたが、知らない世界・無知を恥じています！！ 

 ぜひ、学校(小・中・高・特支)で研修を行ってください。 

児童・生徒・教員向けでお願いいたします。地域講演・各市役所の障害福祉課職員が知らないこともあり

ます。１２月上旬は障害者週間です。それ以外でも良いので、研修講習をお願いします。 

 社会に課題の視点を持てる研修が少ないので、良い研修だと思います。福祉教育に取り入れたいです。 

 社会の中の障害者と共に生きる、障害者の方も参加した研修は良かった。 

 これからもこの研修を定期的に開催して、日本中に理解が深まると素晴らしいことだと思います。 

 考える時間がとても大切なことだと思いました。もっと広まって欲しい。 

 毎回新たな気持ちで参加できることが、DET の良さでもあると思います。私たち親もこの DET を少しずつ

広げていけるよう頑張っていきたいと思っています。今後共よろしくお願いします。 

 ２回目でしたが障害について、もう一度考える機会をいただき良かったです。 

 私はいろいろな場で「誰がいても当たり前」の世の中にしよう！と話をしています。困っていることを解

決する方法をいろいろ考えるのは楽しい作業なので 1つずつ解決できたらいいなと思います。知らないこ

とを知るのはとても楽しいです。今後もいろいろ教えてください。 

 “障害に対する自分自身の持つ障害が取り払われたような、研修をやっていくうちに自然と心の壁が少し

ずつ低くなっていく不思議・感覚でとても大きな意義のある研修でした" 

 この研修に参加することで、私自身考えたこともない、あるいは知らなかった事、私だけではなく友人知

人と話題にしたこともない「障害とは」と言うテーマを身近に考える重要さを認識できて感謝でした。 

 考えるきっかけと、考え方や視点など学べました。日常で少しでも実践できたらと思います。 



 今回の研修が終わってから家に帰るまでに、どこに「障害」があるのか意識して帰ってみようと思います

またその「障害」に対して自分ができる事は何か考えています。 

 

以上 


